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§1 は じ め に

　デ ュ ル ケ ム （Emile　 Durkheim
，

1858−1917）の 晩 年 の 大著で ある 『宗教生活 の 原初形態』

（Les　Formes 　616mentaires　de　la　vie　religieuse ，1912．以下 は略記 号 FE ．引用文は必ず しも

訳 書 と同 じで な い 。 ）は ， 彼の 宗教論 の 集大成で ある とともに ， 彼 の 社会理 論の必然的帰結で あ

る。 そ れは科学的要求 に合致 した 社会的実在 の 説明を求め る ， デ ュ ル ケ ム の 実証主義的な方法論

的態度 に よ っ て 貫か れ て い る 。 また ， 理 論的成果を実践に 役立 たせ る こ とを最高の 希望と した彼

に と っ て ，
つ まり ， 第三共和制の 道徳的統一の再建 に貢献す る為 に

， 道徳を 中心 的課題 として ，

そ こ に見出され る 普遍性や真理 や理 想 を 実践の 最重要な手段として 実践論を展 開 して きたが 故

に ， こ の 著作 は実践 の 為 の
一連の提唱 と して も必然的帰結で ある 。

　デ ュ ル ケ ム は初期の 著作以来 ， 繰 り返 して ， 社会 における宗教の 重要性を強調す るとともに ，

宗教を後 IC生 じて くる道徳的 ・ 哲学的 ・科学的 ・法的観念す べ て の 発 生起源で あると捉え て い

る 。
こ の 命題は変 る こ とがな い 。彼 の 研究活動は ち ょ うど こ の 逆方向に深め られて い く。 それ は

社会の 実在性を明確 に しよ うとする努力で あり， 社会概念の完成が 目差 されて い る
1）

。 従 っ て，

宗教とは何か を究明す る こ とは彼の研究活動にお け る最 も重要な課題で あ る 。 また ，

一連の 実践

の 為の 提唱 と して ，そ の 正 当性を確証 するも の で あ り ， か つ
， 実現 され るべ き理 想的社会像と そ

の条件を ほ ぼ定め うる も の で あ る 。

　とこ ろで ， デ ュ ル ケ ム の初期の 著作で あ る 「社会分業論」（De 　Ia　division　du　travail　socia1 ，

1893）か ら，『自殺論』（Le　suicide ，1894）， 「社会学的方法の規準』（Les　rさgles　de　la　methOde

sociologique ，
1895）， 「道徳教育論』（L

’6ducation　morale ，1903）へ と ， 方法論上の 変化がみ ら

れ る 。 研究活動の 当初に お い て は 実証主 義的社会科学 の 構築が 企 図されて お り ， 社会の 実在性の

論拠で ある 「もの 」 と して の社会的事実 の 外在性 と拘束性を説明概念 とす る ， 社会形態学的説明

か ら出発する 。 そ して 次第に ， 個人意識 に 還元 で きな い 集団共有的な患惟や感情や行動の様式で

あ り， 従 っ て 最 も 「社会的な もの 」 で ある集合意 識を説明概念 とす る社会生理 学的説明に重点を

移す。 同時に ， 社会現象の起源に関する因果分析よ りも社会的要件に関する機能分析が重視 され
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て くる 。 そ こ で の 社会の 実在性は ， 個人 外在的なもの か ら個人 内在的な もの と な る 。 既 に
，

パ ー

ソ ン ズ （Talcott　Parsons）が指摘 し た よ うに
， 社会的事実の拘束性の 概念が変化 して ， 行為者

が 自らの 目的を構成する時 の 規範的要素 とな る。 従 っ て ， 拘束の 本質は諸制度や 諸規則 に対す る

自発的服従で あ る義務 とな る 。 こ の よ うな状態 にある とこ ろの 社会像は，規範に よ っ て 道徳的に

統合された共通 の 理想 で ある 。 共通 の 価値体系が社会の 秩序を形成する第
一

義的な社会的要件 と

な るの は必然的で ある
2）。 以上の よ うに ， デ ュ ル ケ ム の 社会理 論の方法論上の 変化によ っ て ， 実

証主義的な初期の一般理論か ら， 後半期で は ， 社会 の実在性 の 規定を ， 非経験的な もの も含む共

通 の価値体系に求 あ る ， なお実証主義的で はあ るが観念論的傾 向を もつ 理 論 に到達す る。「宗教

生活 の 原初形態』 は こ の 最終段階に おけ る著作で あ る 。

　こ の 著作 に お い て デ ュ ル ケ ム は ， 宗教の 社会的起 源 と機能 とを ， 当時知 られて い る うち で最 も

原始的で 単純 な宗教で あ る，オース ト ラ リァ 未開社会の トーテ ミ ズ ム （tot6misme ）に求 め て 究

明 して い る 。 そ して ， こ の トーテ ミ ズ ム に は，最 も進歩 し た 諸宗教の 基底に もある ， あ らゆ る偉

大な観念 と 主要 な儀礼的態度の 存在す る こ とを発見 して ， （聖 と俗 とへ の 事物の 区分 ， 霊魂 ， 精

霊 ，神話 的人格 ， 国 民 的 あ る い は国際的な 神性の 観念 ，消極 的儀礼 とそ の 誇張さ れ た形態 で ある

禁欲的行箏 ， 奉献 とコ ン ミ ュ ニ オ ン との 積極的儀礼 ， 模倣的儀礼 ， 記念的儀礼 ， 贖罪的儀礼）宗

教 とは何で あ るかに答えよ うとす る 。 また ， 宗教 と社会の 関係を，それ ぞれ の本質的な次元で跡

づ け よ うとす る
3）

。

§2　 宗 教 の 定 義

　デ ュ ル ケ ム が原始的宗教を研究対象 に 選 ん だ の は ， 宗教の 発 生史的研究によ っ て 宗教の 本質を

導き出す為で あ る 。 最 も進歩 した諸宗教 に お い て は ， 従属的な もの か ら本質的な もの を区別 す る

こ とが困難で あるか ら， それ が順次 に形成 され た様式を歴 史的 に 辿 っ て み なければな らな い
。 事

実 ， 諸宗教の 比較研究 を一瞥す ると， あらゆ る宗教は信仰の 体系や儀礼を もっ て お り ， そ こ に は

基本的な表象や儀礼上 の 態度が存在 して い て ，共通 した客観的意義 と機能を果 して い るか ら，宗

教に は 恒久的な 要素が あ るだ ろ うと推測 で き る 。

　デ ュ ル ケ ム は 自ら原始 的な来開社会の宗教現象を調査 した の で は な く ， 民族誌学者や人類学者

に よ る豊富な調査 記録を縦横に 駆使 して い る 。 それ らの 記録か らも明 らか な よ うに ，原始的 な未

開社会 は宗教の 構成要素を 抜 き出す には好都合で ある 。 「個性の 発達 して い な い こ と ， 集団 の 範

囲の 狭い こ と ， 外的状況 の 同質性 ， す べ て が差異や変化を極小 にす る の に役立 っ て い る 。 集団は

よ り進んだ社会で は，稀 に しか実例を見出せ な い 知的お よび道徳 的な
一
様性を規則正 しく実現 し

て い る 。 す べ て が皆に共通であ る。 行動が紋切 り型 で あ る 。 同 じ状況の もとで は誰もが同 じ事を

行 っ て い る 。 しか も こ の 行為の r 致は思 想の 一致の表われ に外な らな い 。 すべ て の 意識は同 じ渦

巻 き に 引き込まれ て ，個 人的類型 は ほ とん ど 種族的類型 と混 じ っ て しまう。 すべ て が一致 して い

る と同時に ， す べ て が単純で ある 。

…………付属 的な もの ，
二 次的な もの ， すなわ ち奢侈的な

発展がまだ根本的 な もの を覆 っ て い ない 。 すべ て が それ な しに は宗教が成立 しな い もの ，不可欠
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な もの へ と還元 され て い る。 しか もこ の 不可欠な もの こ そ 本質的なもの で あ る 。 」（FE ，　p．7−8，

訳書 ， 上 ， p．24．）

　原始的宗教に宗教の本質を求 める の は ， 発生史的な因果分析で あるが ， デ ュ ル ケ ム の 研究の 内

実は ， 最 も進歩 した諸宗教 との 隔た りがあま りに大 き い の で ， 宗教を定義 した 上 で ， 原始的宗教

の モ デ ル を求め ， 原始的な未開社会に お け る 宗 教 の 機能に 注目す る機能分析 に重点を置い て い

る。 だか ら， 原始的宗教も高次 な宗教 と同 じ必 要に応 じ ， 同 じ役割を演 じ ， 同 じ原因 に 因 る もの

で ある とする立場を取 っ て い る 。 「偽 りの 宗教は存在する もの で な い 。 あ らゆる 宗教は そ の まま

で 真実で あ る 。 すべ て は様式 こ そ異なれ人間生存の一定の 条件に応 じて い る。」 （FE ，　p ．3，訳書 ，

上 ， P．19．）

　デ ュ ル ケム が最 も原始的な宗教で あ るとい うの は ， 全 くの 始源的宗教で はな く ， 最 も単純な組

織 を備え て い る社会に 存在 し， かつ ， 以前の 宗教か ら借 りた何の 要素も含まな い で 自ら説明で き

る宗教体系 で あ る。 オ ース トラ リア 未開社会の トーテ ミズ ム は ， 以上 の 条件を満足 させ るもの で

あ る 。

　デ ュ ル ケ ム は まず ， 宗教現象を他の諸現象 と混同させ ない 為に も， 宗教の 予備的定義に取 り組

む 。 そ こ で 彼は ， 既成の一般的な宗教の 概念を批判 して ，実証的な ， 事実 に即 した定義を求め

る。

一
般に

， あ らゆ る宗教的な もの の 特質 とみ な され て い る の は，超自然的ts神秘 の 感情や観念

で あるが ， それは宗教史にお い て 遅 くに現わ れた もの で ある 。 原始人 の態度行動に み られる非合

理 的な 神秘性は ， 彼らにと っ て は全 く直接的様式で あ り ， 必然的 ・合理 的な もの で ある 。 神秘の

観念は 原始的で な く， 実証的な諸科学が提供す る必然性や秩序 の 観念に伴 っ て現われて きた もの

で あ る 。 なお また ， 「経験が啓示する新奇 と偶然 とを どの よ うに表象す るに して も ， こ の 表象に

は宗教を特色 づ け るの に役立 ち うるもの は何 もな い 。 とい うの は ， 宗教的概念は事物 にお け る例

外的な ， また不正規的な もの で はな くて ， か え っ て 事物が不断に ， また規則的に有 して い るもの

を何に もま して 表明 し，説明する こ とを対象に して い るか らで あ る。」 （FE，　p．39，訳書，上，

P．57．）

　次に ， 神また は霊的存在の 観念 と相関 して ， 宗教が 定義され て い るが ， デ ュ ル ケ ム は こ れ も事

実に反す るとして 退 ける。 なぜ な ら， 仏教の よ うに神 々 や精霊の 観念を欠 く， 少な くとも二 次的

で 小 さな役割 しか演 じな い 大宗教が 存在 して い る か らで あ る。仏教は仏陀の 教え で あ り， 教えを

実践す る こ とで あ る 。 仏陀 の 神性は 仏陀に お ける真に本質的な もの とは全 く関係の な い 観念 に と

どまっ て い る 。 また，理 神論的宗教で ， 何 ら神性の 観念を含 まな い 諸儀礼が見出 され る 。 「神の

な い儀礼があ る 。 また神 々 を派生させ る儀礼 さえあ る 。 あ らゆる宗教上 の 功徳 は神格か ら放射 さ

れ る の で はな い 。 また，人を神性に合一す る以外の 対象を も っ て い る礼拝上の 関係が ある 。 従 っ

て ， 宗教は神 々 また は精霊 の 観念以上で あ り ， ひ い て は ま た ， 排他的に こ の観念 とだ け関係 させ

て 定義す る こ とは で きな い 。 」 （FE，　p．49，訳書 ， 上 ，　 p．67．）

　神秘や神性の 観念によ る定義は ， 宗教を
一

種の 不可見 な実体を形成 して い るか の 如 く取 り扱 っ

て い る。 あ る観点で 総括 した宗教の性質を表明す る よ り， すべ て の 宗教が作られて い る原初的な
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諸現象を特質づ け る こ とが方法的で ある 。 そ こ で ， 宗教現 象は二 つ の基本的カテ ゴ リ
ーで ある信

念 （croyance ）と儀礼 （ri士e） とに配列 されて い る こ とに，デ ュ ル ケ ム は着 目す る 。 また，こ の

宗教的信念 の 共通 し た特質は
， 人 々 が 表象する実在上 また は理念上の事物を ， 俗 （profane） と

聖 （sacr6 ） との 相反 した二 つ の属 に分類す る こ とを予想 して い る こ とで ある 。 「世界を
一

つ はあ

らゆ る聖 な るも の ， 他はあ らゆる俗 なるもの を含む 二 領域 に 区別す る こ と ，
こ れが宗教思 想の著

しい 特徴で あ る 。 信念 ・神話 ・教義 ・伝説等は表象 ある い は表象の 体系で あ っ て ， 聖物の 性質 ・

聖物に帰せ られて い る功徳や 力能 ・聖物 の 歴史 ・聖 物相互 な らび に 平俗な事物 との 関係等を表わ

す もの で あ る。しか し， 聖物を神 々 や諸霊 と呼ぶ 人格的存在 とだけ解 して はな らな い 。岩 ・樹 ・

泉 ・小石 ・木片 ・家 ・要す る に ど の よ うな事物で も聖 とな りうる。 儀礼は こ の特質を もち うる し，

こ れを如何程か もた な い儀礼はな い 。」（FE ，　p．50−51， 訳書 ， 上 ，
　 p．72）聖 と俗の 区別は絶対的

な異質性に よ る 。 つ ま り， 聖物 とは諸種 の 禁制に よ っ て 保護 され ，孤立 させ られ るべ き 物 で あ

る 。 俗物 とは聖物か ら隔離 されね ばな らぬ 物で ある。 従 っ て ， 宗教的信念 とは聖物の 性質や 聖物

相互 の 関係や聖物 と俗物 との 関係を表わす表象で ある 。 儀礼 とは人 が聖物に対す る振舞の規定さ

れた 行為の規準で あ る。 さ らに ， 宗教的信念は常に一定の 集合体に 共通な もの で あ り，こ の 集合

体に よ っ て宗教的信念に帰依 し連帯的で あ る儀礼が行われ る 。
こ こ に共通 の 宗教的信念 と儀礼に

よ っ て 統合 さ れ て い る集 団 ， 同 じ信仰 の 信者が形成する道徳的共同体 （communaut6 　morale ），

つ まり教会 （Eglise）が存在す る。 事実 ， 歴史上に は教会の無い 宗教はな い
。

こ の 教会の観念 こ

そ ， 宗教を呪術か ら区別す る もの で ある 。 なぜ な ら， 呪術的信念 は ， 信者を 相互 に結合 し て 同
一

の生活を生 き る同一
の 集団に統一す ると い う効果を もたな い か らで ある 。 呪術者 の もっ て い る の

は顧客で あ っ て教会で はな い 。 顧客 と呪術者 の 関係 も一般的に は偶 然で 一時的 で あ る 。 デ ュ ル ケ

ム は宗教の 起 源が呪術の起源 と同義に され る こ とを厳 しく拒否 して い る 。 また ， 個人的宗教は別

個 の 独立 した宗教で はな く，各個人が成員で あ る教会 と共通 した 宗教の 部面を構成 して い るの が

事実で ある 。 聖 と俗 の 概念 や教会 の 意義を 明確 に したデ ュ ル ケ ム の業績は大 きい 。 彼は聖 の 観念

を宗教性の解釈の ベ ー
ス とし ， 教会を宗教性を担 う基体 として 宗教の 本質 に迫 る こ とが で きた

4）
。

　我 々 はデ ュ ル ケ ム の 有名な宗教の定義に 到達する 。 「宗教とは， 神聖すなわ ち分離 され禁止さ

れ た事物と関連する信念 と行事 との 連帶的な体系で あ り， 教 会 と 呼 ばれ る同一の 道徳的共同体

に ，
こ れに 帰依するすべ て の 者を結合させ る信念 と行事であ る。」（FE ，　p，65， 訳書 ， 上 ， 86−87）

こ の 定義に ， 宗教が著 しく集合的な事象で ある こ とが暗示されて い る。

§3　 ナ チ ュ リズ ム とア ニ ミズ ム

　宗教思想 の 起源に つ い て 合理 的 な説明を して い る有力な 二 つ の 学説が あ る 。 トーテ ミズ ム に論

及 す る前に ， デ ュ ル ケ ム は それ らを検討す る 。

一方は 自然物を 信仰対象とす る ナ チ ュ リズ ム

（naturisme ）で あ る 。 他方 は諸精霊の 宗教で ある ア ニ ミズ ム （animisme ）で あ る 。 ナ チ ュ リズ ム

は 自然 力 の驚異 と恐 怖が人 間の精神に宗教的観念を呼び起 した とす る 。 そ して ，言語 によ る抽象

化によ っ て 自然力が人格者 ・ 生き考え る存在 。 霊的威力 ・神 々 等に変形 した とす る。 確か に ， 言
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語 は 入間の 感覚的な 自然界 に新 しい 世界を付加 し ， そ の創造性は 神話を生む。しか し ， 自然力の

驚異 や恐怖 は原 始人 に と っ て は特に
一

時的な もの で ， 宗教を構成 して い る安定 した永存 の 観念 と

行事との 体系の 骨子に は な りえ な い 。 また ， 言語で 抽象化 された観念 的 な宗教は ， 自然力を い く

らか ま た は全 く誤 っ た 仕方で 表明 し て い る か ら， そ の よ うに 非経験的で 不条理 な体系で ある とこ

ろ の宗教の存続は理 解 しがた い 。 さ らに，ナ チ ュ リ ズ ム は事物の 聖 と俗 との 区別を説明で きな

い 。 事実 ， 自然物に おい て 神聖な存在とな っ た の は ， 偉大な宇宙の威力 を示 しう る太陽 ・天空 ・

風 ・山 ・海等で はな く， まずは ， つ まらぬ動物や植物で ある 。

　ア ニ ミ ズ ム は ， 霊魂観念が そ の 主要な概念で ある宗教だか ら， 霊魂がど うして 礼拝 の 対象 とな

り， また精霊 に ど うして変形 したか が問題 で あ る 。 霊魂観念は人間が
一方で は覚醒の 状態 に ，他

方で は睡 眠中に営む夢 との 了解 しがた い 二 重生活の 経験か ら示唆され る。 そ して ， 霊 魂は人間の

肉体を活気づ け て い る単な る生命原理 か ら， 肉体か らの 分離で ある死を媒介に して ， それ は 自ら

に 帰せ られ る効果の重要 さ に よ っ て ， 精霊や善悪 の 守神 あ る い は神性と さ え な る とい う。従 っ

て ， 死者や祖先の 霊魂が礼拝 の最初の 対象で ある 。 さ らに 人間 とは精霊 が生か して い る肉体で あ

る とい う観念 は，架空 の 観念的交通 として 祖先崇拝を，また強い依存状態 の故に 自然崇拝 を導き出

す とす る。 しか し ， 追 想的な夢が頻繁で ある うえ に ， 夢 の確認に よ っ て 幻想に気付 く。 霊魂観念

が夢の 主体に 対す る観念か ら形成され た とす るの は ， 無か らの創造を仮定するもの で あ ると， デ

ュ ル ケ ム は批判す る 。 事実 ， 霊魂 と精霊の 観念 に は後に 論 じるよ うに 質的差異が 大きい 。 また ，

祖先崇拝は あ る程度進歩 した社会 （古代 中国 ・エ ジプ ト ・ギ リシ ァ 等）で発達 した もの で ， 原始

的な未開社会に は欠如 して い る 。 「霊魂 は本質的 に は肉体 の 中に い るが ， 精霊 は生存中 ， 大部分は

それ の基体 として い る対象物の 外で 過 ごす 。 既に ， そ こ に 後者の 観念が前者の そ れ か らきた こ と

を証明す る と思 え な い差異 があ る。

………確か に人間が そ の 心象を事物 に投射する必要が あ っ た

と した ら， 最初 の神聖 な存在は 人間に 似せ て 考え られ るべ きで あ っ た 。 と こ ろが ， 神人同形態説

（anthropomorphisme ）は原始的ど こ ろ か ，む しろ比 較的 に進歩 した文明の 特色 で あ る。起 源 に

お い て は ， 聖的存在は動物や 植物の 形で 考え られ て い て ， それ か ら徐 々 に人間的形態が解放 され

た にすぎ な い 。
……古代ギ リシ ア や ロ

ー
マ で は ， 神々 は一般に 人間的特質を もっ て 表現され るが ，

多 くの 神話的人物は動物的起 源 の跡を とどめ て い る 。

……事実 ， 人間の 祖先は動物また は植物で

あ っ たか ， 少な くともそ れ らの 著 しい 特徴を もっ て い た とは ， 最 も原 始的 な オ ー
ス トラ リア 未 開

社会に 普遍的な 信仰で あり， 同様に 原始的な メ ラ ネシ ア や北米 イ ン デ ィ ア ン に も極め て 広く流布

して い る もの で あ る。 こ の よ うに，入間は どこ に も自分 と似た者をみ な い ど こ ろか ， 最初 は 自分 と

は種別 上異な る存在に な らっ て 自分を考えた の で ある 。」（FE，　p．95−96，訳書，上，　p．122−123，）

　 宗教進 化 の 出発点を ， ナ チ ュ リズ ム は 自然力 とい う宇宙的顕現に ， ア ニ ミズ ム は夢 に求あた 。

い ずれ も， 神的な もの の 観念 を物理的 で あれ生物学的で あれ ， い くつ か の 自然現象が呼び起す感

覚に よ っ て 構成 して い る。そ れ は言語 に よ る心 象や夢 の 幻想 で あ っ て ，宗教を錯 誤 的 な解釈 の 所

産 とみ て い る。 しか し， 批判的な吟味に よ る実証的な結論は ， 「自然 も人 間も自らは 神聖な特質

を もたな い か ら， それ を他の 源泉か ら得て きた の で ある 。 他の実在 と関連 して こ の種の 錯誤が意
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味と客観的価値とを もっ に 至 っ た に 違 い な い 。 」 （FE ，
　p．124， 訳 書 ， 上 ，

　 p，157。）強 力 な 信念体

系を形成 して い る宗教は ， そ の基体と して 堅固で 確実な実在を もっ て い るはずで あ る。 従 っ て ，

ナ チ ュ リズ ム や ア ニ ミズ ム は派生的な もの で ある。 それ らよ りも基本的で 原始的な他の宗教が予

想 され る。 それは実際に 存在 して い る トーテ ミ ズ ム で あ る 。

§4　 トーテ ム 的信 念

　 トーテ ミ ズ ム は北 米イ ン デ ィ ア ン の 未開社会やオ
ー

ス トラ リァ未開社会の 宗教で あ る。 宗教と

は何で あ るか と い うデ ュ ル ケ ム の 聞題意識か らすれ ば ， オ ース トラ リア の トーテ ミズ ム の方が硬

究に最適 で ある 。 なぜ な ら ， オース トラ リァ 未開社会は完全に 同質的で 同 じ類型に属 して おり，

諸部族や諸氏族の 比較研究が効果的で ある。 また ， 豊富で 完全 な記録を もっ て い る。 オ ース トラ

リア未開社会で は ， 諸技術は極め て初歩 的で あり， 氏族を基底 とす る組織も知 られ うる最 も原始

的で 単純な もの で あ る 。 進化の 起源に最 も近 い 社会で あ るとい え る。

　デ ＝ ル ケ ム の研究をた どる 。 大部分の オ ース トラ リァ 部族 （tribal）は ，
二 つ の支族 （phratrie）

に い くつ か の 氏族 （clan ）が ある。 民族 は集団生活で優越 した 地位を 占め て い る集団で ある 。 成

員は互 い に親縁関係で 結合 されて ， 扶助 ・ 仇討 ・ 氏族内結婚の禁止 ・服喪等の 同
一

の 義務を負 っ

て い る 。 こ の 氏族を 集合的に 呼称す る の に役立 つ 事物が トーテ ム （totem）で あり， そ れは動物

か植物で あ る 。 トー
テ ム はそれ らの

一
個 体で はな くて ，

一種また は変種で ある 。 各氏族 はそれぞ

れ の動植物 と特別に 深い 関係に ある と信 じて い る 。 卜一テ ム は単な る名 目で はな く， それは表号

で あり真 の 旗章で ある 。 ト
ー

テ ム 像 ・ 家屋 の 壁面 ・武器 ・墳墓等に模写 されて い る 。 人体に も見

出され る 。 事実， 極め て一般的な規準 として ， 各氏族の成員はそれぞれ の トーテ ム の外的部面を

仮 面や 結髪等で体現す る。 また ， トーテ ム 的記号は抜歯 ・切傷 ・割礼 ・入 墨等で 人体上 に 記 され

る 。　トー
テ ム 的画像 ・トーテ ム 的装飾 ・ トー

テ ム 的記 号等 は， 「宗 教的祭儀の期間に用い られ ，

礼拝式 （liturgie）の
一
部で あ る 。 そ れ故 ， トー

テ ム は集合的な作法 で あ るとと もに 宗教的特質

を も っ て い る 。 事実 ， それ と関連 して事物が聖 と俗に 分類 され る。 それ は神聖な事物の 典型 で さ

え ある 。」 （FE ，
　p．167，訳書 ， 上 ，　 p ．21L ）チ ュ リン ガ （churinga ）と呼ばれ る ， 卜

一
テ ムを表

現す る構図が彫 られて い る儀礼 の 器具は最も卓絶 して 神聖な事物で あ る。 そ れが 置かれて い る所 ，

エ ル トナ ト ゥ ル ン ガ （ertnatulunga ） も 同様で ある 。 そ れ らの 俗的生活や俗人 か らの 隔離は絶

対的で あ る 。 チ ュ リ ン ガ に は氏族全体の 運命が表象 されて い る 。 故に集合的に成員達の 運命 と結

ば れ て い る 。 チ ュ リン ガ に神聖な特質を交付す るの は ， 外 で もない ， それに トーテ ム の 印が彫 ら

れ あ る い は描かれて い る 記 号そ の もの で ある 。

　 トー
テ ム 的記号 （画像を含め て ）に次 ぐ聖 な る事物は ， トーテ ム 類の諸存在 （動植物） と氏族

の 成員で あ る 。 それ らは トーテ ム と関係を結ぶ か ら， それ らもまた儀礼の 対象とな る 。 現存する

トーテ ム 動植物の 神聖な特性は ， そ れ らを食 べ る こ とが禁 じられて い る事実に認め られ る 。 それ

らを食 べ れば死 に至 ると い う恐 るべ き原理 が そ れ らに宿 っ て い る と考え られて い る 。 しか し， 絶

対的で はな い
。 若干 の 荘厳な宗教的祭儀で は ， 卜

一
テ ム 動植物を食 べ る こ とが儀礼上の 義務で あ
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る。 こ の 神秘的食事 の 食料は本質的に 神聖 で ある 。 従 っ て ， 老人 や 高い 宗教的要職に あ る人 に の

み許される 。 彼 らは 自 らが 神聖で あ るか ら， 俗人 の 禁止か ら解放され て 神聖 な もの を食べ う る。

聖物を隔離 し絶縁す る禁止 の数や重大さは ，聖物に 与え られて い る神聖性の 程度に 応 じるが ， ト

ーテ ム 動植物は俗的生活内に も存在 して い る の で ， チ ュ リン ガ程に 禁制は厳 しくな く， 従 っ て ，

ト
ー

テ ム 的記 号は現存の トーテ ム 動植物よ りも神聖で ある 。

　宗教的事物の体系にお ける人間の地位は，人間 と ト
ー

テ ム 動植物と の親縁関係に よ っ て 決 ま

る 。 氏族の 成員は トーテ ム の 名を帯び て い るの で ， ト
ー

テ ム との 同一化を信 じて い る。 成員に

は ， い わゆ る人 間 と トーテ ム 動植物 との 二 存在が 共存して い る。人 間 の 聖な る特質 は性や年齢に

よ っ て 異な るが，血や髪等 に よ っ て ト
ー

テ ム 動植物 と共通 す る神聖 な原理 の 潜ん で い る こ とを確

信 して い る 。 彼 らの 祖先は トーテ ム 動植物であ っ た 。 従 っ て ， ト
ー

テ ミ ズ ム は動植物崇拝 の
一種

で は な い 。 成員は トーテ ム に対 して ， 時に は一種の 神秘的な所有権さえ もっ て い る の で ある。

　 トーテ ム 的記号 ， こ の 記 号が外形を模写する現存の トーテ ム 動植物 ， 氏族 の成員 ，
こ れ ら三 つ

の カ テ ゴ リ
ーの事物は ， 卜一テ ミ ズ ム が 段階を異に して 神聖 と認 あ て い るもの で あ る 。 とこ ろ

で
， ．宗教 とは ， 特殊な対象物に 対す る断片的な信念の 収集だ けで な く，多少 ともす べ て の 事物の

普遍性を包括する宇宙観 （世界観）をもつ 観念の体系で ある 。 トーテ ミ ズ ム は ど の よ うな宇宙観

を提示 して い るか 。 オース トラ リァ未開人 に と っ て ， 既知の 存在はすべ て ， 全 自然を包括す る一

種の 図表 ・体系的分類 に配列 さ れ て い る。 自然現象の分類 は ， 人 種的 ・地理 的特殊性 によ らず

に ， 密接に トーテ ム 的信念 の 総体 と関連 して い る 。 事実 ，

一部族が 二 支族に分割 され る と，あ ら

ゆ る既知の 事物は二 支族 IC分配され る。 また ， 各支族に属 す る事物はさ らに支族を構成 して い る

氏族に分配 され る 。 各氏族の 事物は各氏族 の 構成要 素で あ り ， そ の 成員で あり， 成員 と同様の 地

位 を 占め て い る。以 上か ら，事物 の 最初の 諸分類で ある属 の概念 は，そ の 枠組を社会か ら借 りて

きた とい え る 。 さて ， あ る氏 族に分類された あらゆ る事物 は ， 卜一テ ム の 聖な る特質 に成員資格

として 参与す る の で ， 宗教的特質をもち ， 時に は従属的な 二 次的 トーテ ム の 役割を演 じる。 従 っ

て ， トーテ ム 的宗教の 領域は あ る存在の カ テ ゴ リーに限 られず ， 既知の 宇宙の 極限に まで 拡大さ

れ る 。 故 に ， トーテ ミズ ム も またそれ 自身 の宇宙観を も っ て い る 。 「後 に形成 され る諸宗教 にお

い て ， 固有の 神 々 が現 われ る時 ， お の お の の 神は
一あ る神 は海 ， あ る神は大気 ， あ る神は また収

穫か果実等 の
一自然現 象の 特別なカ テ ゴ リ

ーを担当す る。 そ して ， こ れ らの 自然 の諸頷域は，お

の お の
， 自然 の 中にあ る生命を それ が依存 して い る神か ら得て くる とみな され て い る 。 こ の 諸神

性間の 自然で の 分配が ， これ らの 宗教の 我 々 に与え る世界 に つ い て の 表象を構成 して い る 。 とこ

ろが ，人類 が ト
ー

テ ミズ ム の形相を凌駕 しな い 限 りは ， 部族や氏族 の諸種 の トー
テ ム が後 に は神

的人格 に 帰され る役割を 正 しく演ず るの で ある 。」 （FE ，
　p．219，訳書 ， 上 ，　 p．273，）

　 トーテ ム を中心 に， 卜
一

テ ミズ ム の 信念体系を論 じたデ ュ ル ケ ム は ， そ の 信念 の 源泉に 認識を

深め る 。 トーテ ム 的記 号 ， ト
ー

テ ム 動植物 ， 氏族の 成員， こ れ らの 神聖 な特質が成員信徒の 意識

に 呼び醒す類似の 感 情は ， 共通す る原理 か らくる。 事実 ，
こ の 原理 に 礼拝は向け られ る 。 っ まり，

トーテ ミ ズ ム は
一種の 匿名的 ・ 非人格的な 力の 宗教で ある 。 こ の 力をす べ て が分有して い るの で
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あ る 。 しか し ， 「オ ー
ス トラ リア未開人 は こ の 力を抽象的な実体の な い 形態で は表象せず ， 感覚

的事物 として 考え るに至 っ tc。 こ れが ト
ー

テ ム を構成する。 ト
ー

テ ム とは，こ の 非物質的な本

体 ， こ の あ らゆ る種類の 異質的存在を通 じて 伝播 して い る エ ネル ギ ーの 想像的に再現 され る物質

的形態 にす ぎな い 。 こ れだけ が礼拝の真の 対象で あ る 。」 （FE ，　p．270， 訳書 ， 上 ，
　 p．342．） こ の

力は道徳的性質をも っ て い る 。 氏族の成員は神聖な事物に対 して 恐怖だけで はなく， 義務感を も

ち尊敬 して い るか らで ある。同一の トーテ ム 原理 の 中で あ らゆ る存在が道徳的に結合 されて い る

と信 じて い る 。 トーテ ム は氏族の 道徳生活の源泉で もある 。 そ して ， トーテ ム 原理 は物理 的 。 精

神的力で あるか ら，後に こ れ が容易に固有の 神性に変形 され る こ とがで き る の で あ る 。

　非人 格的な宗教力で ある トーテ ム 原理 に 類似す る観念 は ， 同様に原始的な社会で ある メ ラ ネシ

ア民族の マ ナ （mana ）や北米イ ン デ ィ ァ ン の ワ カ ン （wakan ）， オ レ ン ダ （orenda ）で ある 。 トー

テ ム 原理 は異種 の 事物に制限 された圏内に局部化 され て い るの に対して ， 後者はよ り高度な普遍

性を も っ て 全 宇宙に 伝播 して い る 。 後者は前者の拡大 し発展 した もの で あると思わ れ る の は，部

族的統一の発展段階に対応 して い るか らで あ る 。 卜一テ ム の 場合 ， そ の 氏族 に と っ て の み完全 に

神聖で ある 。 デ ュ ル ケ ム は， 卜一テ ム 原理 ，そ して マ ナ等の 観念 が あ らゆ る宗教的体系を主宰す

るもの で ，

一般 に宗教思想 の発生源で ある と明言す る 。 「あらゆ る時代の 宗教が祝聖 し畏敬 して

い るす べ て の種類の存在を構成 し た原料は こ の観念で ある 。」 （FE ，
　p．284，訳書，上，　 p．360．）

デ ュ ル ケ ム の トーテ ミズ ム 理論 は ， まず ， トーテ ミズ ム とい う宗教を トーテ ム 原理 とい う非入格

的力で 基礎 づ けた訳 で あ る。 そ こ か ら宗教的観念 と思 想 が発生 した の で あ る。

　 トーテ ム 的記号が極大 の 神聖 性を も っ て い たが ， トーテ ム 自体 ， 他 の 何 もの か の 象徴で あ り ，

具体的表 現 で あ る。 トーテ ム は異 な っ た二 種 の 事物を表 明 し象徴 して い る 。 それは トーテ ム 原理

（聖 な る エ ネル ギ ー） と ， 氏族の 呼称の 故に氏族 とい う一定社会 （氏 族集団 の一体性） とで あ る 。

事実 ， トーテ ム は氏族 の 旗章で あり，各氏族が互 い に 区別 す る為 の 印で あ り，そ の 人格性 の 可視

的な 印で ある 。 デ ュ ル ケ ム は こ こ に 至 っ て
， 「ト

ー
テ ム が 同時に神 と社会との 象徴で あ る とすれ

ば ， 神 と社会は
一つ で はな い だ ろ うか 。」（FE ，

　p．295， 訳書 ， 上 ，
　 p．372，） と ， 野心 的仮設を提

起す る口 そ して ， そ の 論証に 向か う。 確か に ， 集団 と神性が 同一存在で あれば ， トー
テ ム とい う

集団の表号が トーテ ム 原理 （神性）の 記号や画像にな る こ とが で き る。 「
一

般 に ， 社会が入 々 に及

ぼ す活動に よ っ て ， 人間 の 精神に 神的 な もの の 感覚を呼び醒 す為に 必要な もの を ， す べ て 備え て

い る こ とは疑 い えない 。 なぜ なら， 社会が そ の 成員 に おけ るは ， 神が そ の 信者 にお けるよ うな も

の 。 事 実，神 とは ， まず人間がある部面か ら， 自らよ りも高級で あ ると表象 し，また こ れ に依存

して い る と信 じて い る存在で あ る 。」 （FE ，
　p．295，訳書 ， 上 ，

　 p．373．）社会が そ の 成員に示す命

法的な道徳的威力や 行動様式 の 拘束性は，実際 の と こ ろ ， 社会の 成員の 集合的共同 ，
つ まり無数

の個人 的表象 の集合 に よ っ て 形成 され洗練 された もの で あ る 。 従 っ て ， 社会の 威力や拘束性の 多

くは諸個人 に 外在 して い る とい う観念 を与え る 。 そ の 観念 は必然的に 社会 の 諸個人 に対す る優越

性を表象す る 。 だ か ら， 社会 が そ の 成員に 課す 社会的行 動は ， 時に犠牲や 困苦や厳 しい 努力 を要

求す る 。 もちろん ， こ の 集合的な社会 の カ は す べ て 外在して い るの で はな い 。 社会は実の と こ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺林 ： デ ュ ル ケ ム の 宗教論 （序説）

ろ ， 個人意識 に よ っ て の み実存 しうるか ら， 集合的な力は個人 に浸透 し， 個人の 中で 組織化 され

て 個入 の 存在の 不可欠 の 部分 とな る 。 社会が個人を彼以上 に高め る力 を もつ とい うの は そ の 為で

ある 。 「道徳的威力は全 く我 々 に 内在 して い て ， しか も我 々 自身以外の もの を表象す る 。 これは

道徳的意識で あ る 。 なお また ， こ の 意 識を人 々 は ， 宗教的象徴の 助けを借 りなければ ， 決 して多

少 とも明確iには表象 しえ なか っ た の で ある 。」 （FE ，
　p．302，訳書 ， 上 ，

　 p．382．）

　社会 は ， 集合的な力 と して 個人 に 内在化 し， それは社会に 対す る義務 と尊敬 （道徳的意識）を

呼び醒 す。 こ の 意識は個人 的な経験的世界 を越 えさせ る聖 な る特性を も っ て お り， 聖な る対象

（宗教的象徴）を創造す る。 神と社会は
一

つ で あ ると ， デ ュ ル ケ ム が い うそ の真意は，以上か ら，

社会が宗教的源泉で あり， 宗教 とは社会の 集合的な力 ・社会の生命力 ・一体化された 集団力 ・ 道

徳力 の 表現で ある とい うこ とで あ る 。 そ れは社会の 光景が人 々 の 内に呼び醒す観念 と感情か らな

っ て い る 。 個人に おい て も集団におい て も ， 理 想化す る能力 は宗教力 で あ り， それは いずれに と

っ て も生存 の条件で ある 。 言い 換えれば ， 社会が社会 の為 に宗教を創造 したので あ る 。 「ほ とん

どすべ て の 主要な社会的制度は宗教か ら生まれ た 。 集合的生活の主要な側面は ， 最初は宗教的生

活 の 諸 々 の 側面 に す ぎ な か っ た か ら。明 らか に宗教的生活は集合的生活全体 の 卓越 した 形態で あ

り， そ の 集中的表現 で なけ ればな らな い 。 宗教が社会の本質的な もの を生 み 出 した の な ら， そ れ

は社会 の 観念が宗教の 魂だ か らで あ る 。

……宗教が 動かす威力は精神で あ り， 宗教が行動 す るの

を主な機能 として い るの は道徳生活 に対 し て で ある 。 宗教の 名に お い て な され た こ とは無駄で な

い 。 そ の果実を摘んだ もの は ， 人 々 の 社会で あ り， 人類 （1
’
humanit6） だ っ たか らで あ る 。」

（FE ，　p．598−600，訳書 ， 下 ，　p．327−329．）個人 の次元で 問題 を提え直せ ば ， 個人的な経験的世

界は俗な る もの の 世界で あり，集合的な影響を受けて 呼び醒 される世界 は聖 な る もの の 世界 に 通

じる 。 個人 は単な る個 人的存在と集合的 ・ 社会的存在 との 二 存在か らな っ て い る。社会が実存 し

て い るの は後者で あ っ て ， それ が宗教を創 造す る 。 で は ， 宗教的象徴は ど の よ うな過 程を経 て 形

成され，宗教的信念 を創造 ・再創造す るの か を ， デ ュ ル ケ ム は ， 集合的生活が営む宗教的祭儀に

お い て 示そ うとす る 。

　オース トラ リア の未開社会で は ， 氏族の成員達が分散 して 日常的な経済的活動を営む時期 （世

俗的生活）と ，

一
所 に集合 して 宗教的活動 （祭儀）を営む時期 （宗教的生活） とが交互 に推移 し

て い る。 宗教的観念が生 まれ るの は ， 狂愚の状態 に まで成員達を興奮 させ る後者に お い て で あ

る 。 祭儀に おけ る集合的 な沸騰的興奮状態か ら生ず る巨大 な エ ネル ギー
が ， 成員達に ある種の 力

を与え ， 日常の 俗な る世界か ら分離され た異質な聖な る世界を経験 させ る 。 そ こ で宗教的観念が

氏族集団の 同一化の 象徴で あ る トーテ ム に定 置す るの で ある 。 「宗教力は 氏族の 無名な集合力以

外の もの で な く， また こ の 集合力 は トーテ ム の 形態 の も とで の み精神に表象さ れ る か ら， トーテ

ム 的記号は神の可視的な姿体の よ うな もの で あ る。……礼拝が向け られ るの は ， 何 に もま して こ

れ に対 して で ある 。 」（FE ，　p．316，訳書上 ，
　 p．399，）宗教力は集合体が そ の 成員に吹き込 む観念

と感情で あ るが ， 聖 な る対象を もつ こ とに よ っ て客観化 され た観念 と感情で ある 。 だ か ら， あ ら

ゆ る宗教の 聖な る事物が所有 して い る と思われ る力能や功徳は ， それに 内在す るの で はなくて ，
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それが想起 しまた 象徴する若干の 観念や感情か らきて い る 。 こ の 社会的な観念や感惰 （道徳力 ・

宗教力）が記号 とい う聖 な る対象で 表現 され るの は ， 既 に述 べ た よ うに ， 氏族集団が同一名を帯

びて ，それを囲ん で 結合して い る成員の集合だか らで ある 。 集団の統
一

性はそ の 集合的な記号に

よ っ て の み感 じられる の で ある 。 デ ュ ル ケ ム の トー
テ ミ ズ ム 理 論 は ， 次 に ， 卜一テ ム 的信念を氏

族の社会的統合 に基礎づ けた 。 また ， 宗教的生活にお ける象徴主義 の 役割 の 重要性を指摘 した意

義は大 きい 。 それ は儀礼 の考察で よ り具体化 され て い る。

　既に 二 次的で 派生的で あ る と論 じ られた霊魂や 精霊や 神話的人物等の 霊的存在の観念 は ， ど の

よ うな宗教に も見 出せ るもの で あるが ， 宗教の社会的起源 が説明された為に ， それ らが どの よ う

に して 構成 され たか理 解で き る 。 霊 魂は ，

一般的に各個人 の 内に化身 した トーテ ム 原理 そ の もの

で ある 。 社会そ し て トーテ ム 原 理 は 個人 意識に の み実存で き る か ら， そ れ が 個 人 意識 の うち に 分

割され分配 され なければ な らな い 。 トーテ ム 原理 の 断片の お の おの が
一

つ の霊魂で ある 。 個人の

霊 魂は集合的霊魂の 部分に すぎな い 。 精霊 とは トー
テ ム原理 が集合的祖先 に化身 した ，神話的人

物の霊魂で ある 。 そ れは 氏族集団の周期的な成員 の 補充を保証 し，受胎 の 現象を主宰 して い る。

精霊 が 独 自の存在性を もち ， 広 い 活動 圏 を も っ て い る の は そ の 為 で あ る 。 事実， 祖先は人間だ け

で はな く， 事物にもそ の 精霊 と して 定位 して い る。

一
定 の 有機体に内在して い る霊 魂は死 に よ っ

て 精霊的特質 の
一

部分を獲得す る とい う関係にあ るが ， 精霊 そ の もの に はなれな い 。 卜
一

テ ム に

は 二 次的 ・ 従属的な個入 的 トーテ ム が ある 。 こ れ は霊魂 の 内的 で 不可視的形態 に対応す る外的な

可視的形態で あ る 。 また ， 特別 に重要な意味を もつ 祖先 で あ る神話 的人物や部族の大神 など の 人

格性を も っ た観念 は ， 霊 魂観念によ っ て 宗教的領域 に導かれ た もの で あ る 。 そ れ らは氏族や部族

の 守護者で あり， 儀礼の 設立 者で あり，真の 道徳的役割が与え られ て い る。 トーテ ム 原理 の分割

か ら霊魂が生 まれ ，トーテ ム 原 理 が祖先を 媒介に して 精霊 や 神話 的人物 ， さ らに氏族 の 枠を越え

た とこ ろ に大神が 出現 した 。 従 っ て ， 宗教的体系の 基底か ら頂上 に わ た っ て 働 い て い るの は同一

の原因 で ある 。

§5　 トーテ ム 的儀礼

　 トーテ ミズ ム の 宗教的信念の 体系を明確に した後に ， そ れ と相互規定的関係 にあ る行事 （諸儀

礼） の体系化が残 されて い る 。 既に ， デ ュ ル ケ ム は宗教の社会的起源と機能を論究 す る に あ た っ

て ， 膨大な諸儀礼に関す る記 録を駆 使 して い る。デ ュ ル ケ ム の 宗教論 の 骨子 で あ り， 最大の 貢献

は宗教を社会的現 象として 捉え た こ とで ある 。そ れ は具体的 に 記録 と して 残 され て い る諸儀礼を

考察 の軸 とした こ とに よ る。 原始的な宗教的信念に観念論的推論を 加え た諸先学の 研究を凌駕し

え た の は そ の 為で ある 。 儀礼の 体系化は以上 の デ ュ ル ム ケ の 論究を さ らに 裏付けるもの とな っ

た 。

　宗 教の 第二 の 根本的要素 で ある儀礼を，デ ュ ル ケ ム は消極的儀礼 と積極的儀礼お よび贖罪的儀

礼 に 三 分す る 。 諸儀礼全体 は厳 しく分離 される べ き聖な る もの を ， 消極的に しろ積極的に しろ ，

完全な分離状態に定位さ せ る こ とを目的 として い る 。 消極 的儀礼 とは ， 聖 と俗 と の 不当 な混淆 と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寺林 ： デ ュ ル ケ ム の 宗數論 （序説）

接近を回避 し，二 領域が互 い に他を侵す こ とを 防 ぐよ うに命 じる宗教的禁忌 （tabou） で あ る。

従 っ て ， そ れは ある実効的な 行為を命 じるもの で はな く，
い くつ か の 行動様式を禁 じるに とどま

る 。 聖物や聖所 に触れた り ， 見 た り， そ れに つ い て 話 した りして は な らな い等 ， 世俗的生活に 直

接的 ・関接的に 関係す る もの の ，宗教的生活 へ の 混入を禁 じて い る。つ まり，禁忌 の体系は世俗

的生活 と宗教的生活を同
一

の 空間 と時間 ic共存 させ ない とい う基本的な禁止に 帰着す る 。 禁忌 の

破棄は必然 的に秩序の 物理 的破壊を結果 し， 人間におい て は死を意味 した 。 禁忌 の遵守 は ， 徹底

化 され拡大化された禁欲 （苦行）主義を最高形態 として ， 諸個人 の 宗教的状態を修正 し， 宗教的

生活 へ の 条件で ある。「禁忌 の 体系を発生 させ た 原因 は ， 聖 観念そ の もの の 中に 論理 的 に含まれ

て い る 。 聖な るもの はす べ て 畏敬の 対象で あ り ， 畏敬の 感情の経験は禁忌の働 きに よ っ て 表現 さ

れ る 。」 （FE ，　p．　453，訳書 ， 下 ，
　 p，150．）ま tc， か くも厳格な聖 と俗の 分離は ， 聖 な る もの の 性

質で あ る異常な伝播性 に もあ る 。 宗教的生活の儀礼に お い て 聖物 に触れれ ば ， 聖 な る もの とな っ

たか の如 く感 じさせ るよ うに 。 絶対的に対立 しなが らも， 混淆す る傾向が あればこ そ で ある。

　 儀礼の 本質は ， 人 間が宗教力 との 双務的な積極的関係 を維持す る こ とにあ る。 正 に宗教的生 活

そ の もの を構成す るの が積極的儀礼 で ある 。 そ の 第一
の 形相は ， トー

テ ム 動植物 の 増殖を確実 に

す る為に ， 聖所を訪れ ， 聖石 （聖物）を叩き， そ れを被 う聖 な る塵を散布 し ， さ らに は それに血

を流す こ とで ある 。 そ れ らの い ずれもが聖的原理 （トーテ ム原理 ）を含 ん で い る 。 塵が飛び散

り， 血 が流れて ， トーテ ム 動植物に 入 っ て 新たな生命を与え る作用を及ぼ す と信 じ られ て い る。

第 二 の形相は供犠 で ある 。 聖な る食物 （トーテ ム 動植物）を奉献 し，
そ れを食 べ る こ と に よ っ

て ， そ の 神聖性が伝達 され る 。 供犠は食物上 の 交霊 （communion ）を 目的 と して い る 。 従 っ て ，

積極的儀礼 の機能 は宗教的信念 へ の 帰依を 不断に 昂揚 させ る こ とで ある 。 「事実 ， 表象が構成 さ

れ る の は集団生活 （宗教的生 活）に お い て で あ り，しか も集団生活は本質的に は間歇的で ある。

それ故に ，
こ れ らの 諸表象 も必然的に 同 じ間歇性を帯び て い る 。 そ れ は個 人が集合 して 互 い に直

接的 な関係 にある時に ， 個人がすべ て同 じ観念 と感情で交通 す る時に ， 極大の強 さに達する 。 け

れ ども， ひ とたび会合が解散 して 各入が再び個 々 の生活 （世俗的生活）に帰る と ， それは本来の

エ ネ ル ギ ーを次第に失う。 」 （FE ，　p ．493，訳書 t 下 ，　 p．200−201．）

　積極的儀礼に は ， 他に模倣的儀礼 と表象的 また は記念 的儀礼が ある 。 前者は ト
ー

テ ム 動植物の

様 々 な形態 や姿態 を模倣す る こ とによ っ て ， それ と の一体化を表現 す る 。 後者は ， 氏族の 神話的

過 去を成 員 の 精神的現 在にす る為 に演出され た儀礼で ある 。 いずれ も． 儀礼を完成 させ て そ の 効

果を強固な もの とす る 。 結局 の とこ ろ，積極的儀礼は トーテ ム動植物の 繁栄 とそ れ との 交霊に よ

っ て ， ひ とた び形成 された宗教的信念の 中核を なす宗教力で あ る トーテ ム 原理 を再生 産す る こ と

で ある。

　第三 の 贖罪的儀礼は罪滅ぼ しの 儀礼で あ る 。 喪 の 祭儀が そ の 典型 で あ る 。 喪は個人 的情緒の 自

発的な表現で はな く， 集団か ら課せ られた義務であ る 。 それ は集合的感情を強化す る機能を果す 。

悦 ばしい 儀礼は悲 しい 儀礼 と同 じ状態を もた らす。 なぜな ら， 集団の 被 っ た打撃や 損失 に対応す

る為 に人 々 は集合 し ， 共感 し ， 互 い に エ ネ ル ギ
ー

を 吸収 し合 っ て ， 集団の 力が再生 され るか らで

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 61一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

あ る 。

一 緒 に泣 く為 に 人 々 は 常に助け合い ， そ れ故に 集団の 被 っ た 打撃 に もか かわ らず集団は損

われ な い の で ある 。

　以上 ， 儀礼の 体系化か ら， 儀礼は信仰の表現された もの で ある よ り， 信仰を創造 し， 周期的に

再創造する諸 々 の 手段の 集合で あ る こ とが明 らか に され た。儀礼は信念か ら派生す るが ， 儀礼 は

絶えず 信念 に反 作用す る 。 デ ュ ル ケ ム は ， 聖な るもの に向け られた行為で ある儀礼 にお い て ， 手

段 と結果の 関係を本来的 ・固定的な もの と して 捉えず に ， そ の象徴的 ・非合理 的性格に注 目して

考察した訳で あ る。そ して 儀礼が氏族や部族を統合する現実的力で あ る こ とを示 して ， 後 の 機能

主義理論 の 先駆者とな っ た 。

　デ ュ ル ケ ム の 「宗教生活の 原初形態』の大 きな副産 物は ， い わゆ る先験論 と経験論を排す る社

会学的認識論で あ る 。 既に ，属の概念 は社会か ら借 りて きた もの で あ る こ とを示 したが ， 力や時

間や空 間 の 概念 も人 間の 精神 に本来的 に 内在す るカ テ ゴ リ
ーで な い こ とを ， トーテ ミ ズ ム の 研究

過程で 確かめ た 。
つ まり ， 力の概念 は宗教力か ら， 時間の 概念は社会生活の リズ ム か ら， 空間の

概念は地理 的領域か ら，そ れぞ れ導 き出された もの で ある。 抽象的で 論理 的な思 考を整理 す る分

類 とい う概念 や ， 力 （因果関係を導 く）・時間 ・ 空間 と い う基 本的概念 の す べ て が 社会的産物で

あ る。 哲学や科学に と っ て 最重要 な知識の カ テ ゴ リ
ー

は ， 宗教か ら， そ して 社会か ら生 まれ た の

で あ る。 デ ュ ル ケ ム の宗教論がいわゆ る観念論に陥い らな い の は ， 集合的に発生 した道徳力や宗

教力 の 観念を ， 常に社会の 基体 との相互媒介を前提 に して 捉え た か らで あ る。 社会学的認識論 ，

事実に 即 した実証 主義的態度 ， こ れ らが彼の宗教論を支え て い る。

§6　 お 　わ　 り　 に

　最後に，文頭 に記 した 「宗教生活の 原初形態』の意義を明 らか にす る。 なぜ必 然的帰結で ある

の か 。 直接的成果は ， 氏族を象徴す る神聖 な外的事物で あ る ト
ー

テ ム が ， 非人格的な力で ある ト

ー
テ ム 原理 を表明 して い る故 に

， 社会 と神を象徴 して い た こ と。 そ して ， トーテ ム 的信念 と儀礼

が氏族の 社会的統合に機能 して い た こ とで ある。 で は ， それが彼の 実践論 に ど の よ うに関係する

の か 。

　人間を 「人間」た らしめ て い るの は社会で あり ， そ の社会を 「社会」 た らしめ て い るの が，道

徳力 ・宗教力で ある 。 社会 の実存は個 人 意識の 道徳力 ・宗教力 に あ るが ， それは人間 にと っ て外

在化 した もの として観念 され て い る。 そ の 対象化された象徴が聖な る事物で あ る 。 そ の 聖 な る事

物に対す る信念 と儀礼が宗教であ る 。 人間存在の 集合的 。 社会的存在 と して の 部分が ， 人間 自ら

に道徳的意識 （義務や尊敬）を起させ る 「善」 な る部分で あ る。他の利己的な個 入 的存在と して

の 部分が ， 俗 な る，つ ま り 「悪」な る部分であ る 。 従 っ て ， デ ュ ル ケ ム の 理 想的な ， 「人間」 と

「社会」に とっ て は 「現実的」で あ るはずの 社会像は ， 「善」 な る部分 の 顕現 を可能な らしめ る道

徳的共同体5）で ある 。 デ ュ ル ケ ム の 職業集団
6）
や道徳教育

7）
の 提唱は ， 社会構造の改革にお い て ，

そ の 共同体 の成立を期待す る こ と に ある。 社会構造の 改革 に よる道 徳的再建が 目差 され て お り ，

そ れ は原理 的に ， 集合 ・ 会合 ・ 教団 （congr6gation ）を手段 と しな けれ ばな らな い 。古 い 神に代
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る新たな理想 は創造的興奮の 時限を経な けれ ばな らな い 。 彼の宗教論に よ っ て
，

理 想的社会像と

それ へ の 条件 はほぼ定め うる し， 諸 々 の提唱は そ の一貫性を得て い る 。 また ， 彼の ア ノ ミー論
8）

は 入 間存在の 「悪」な る部分の 顕現 した近代社会 の 状況を描い て い る 。

　初期の 『社会分業論」で デ ュ ル ケ ム は ， 伝統的社会か ら近代社会へ の推移に お い て ，宗教の重

要性が次第 に後退 する必然を ， 社会 の全体的な統合を基本類型 （機械的連帯か ら有機的連帯）と

す る ， 進化論的 な 社会の構造変動に よ っ て 明 らか に す るが ， 近代社会におけ る宗教の重要性を否

定 した訳で はな い 。 伝統的社会で 宗教が果 して い た統合的機能は ， 近代社会の資本主義的産業化

の 進展 とともに弱体化 し，宗教に代 りうる新たな道徳的等価物を作 りえず ， 道徳的価値体系が崩

壊の 一途を た どり ， 集合的な社会生活の ，そ して 「人間」の 全面的な危機が招来 し て い る と言

う。 こ の デ ュ ル ケム の 現実認識は ， 楽観的すぎる功利主義的 な 人 間観 とともに無策で 懐古的な既

成 の 宗教を批判させ るが ， 宗教そ の もの を否定 して い な い 。 もちろん ， 初期の デ ュ ル ケ ム は宗教

に対 して 消極的な評価に とどまっ て い たが ， 宗教論 の進展 に よ り，近代社会に おける宗教を積極

的 に評価す る こ ととな っ た 。 つ まり， デ ュ ル ケ ム の 宗教論 に よ る宗教 の 概念は ， 近代社会の 構造

を そ の 基底か ら把握す る為の 基盤 とな っ て い る。そ して ， 近代社会 におい て も社会が新 しい 信念

や 理 想等の 表象の 源泉で あり， 宗教とい う社会 の集合力が社会を創造 し ， 再創造 して い くこ とを

本質的に 捉えて い る
9）

。 従 っ て ， 近代社会にお ける宗教 とは ， 伝統的社会に お ける宗教 の機能 と

一変す るが ， 宗教の本質的部分で ある道徳的共同体の 普遍 的原palC対す る人 々 の 帰依で あ る 。 そ

れだけが聖 な る性格をもちうる集合的 な 宗教的信念 で あ る 。 そ れ故に それ だけが存在 しうる 。 こ

の 信念を主導す るもの が ， 近代社会に必然化す る合理主義や職業道徳の 結実で ある ， 人間の 尊厳

性を最上 の 価値とす る 「人格の崇拝」で あ る
10）

。 こ れこ そ近代社会の 最 も基本的 な理 念で あ る 。

そ れはデ ュ ル ケ ム の 実践的志向を当初か ら支え て い た もの で ある 。 しか し ，
コ ン ト （Auguste

Comte）の 入類教で はな い 。 有機的連帯の 正 常に し て 理 想的な機能を実現す る社会構造 の改革を

媒介 としなけれ ばな らない 。 デ ュ ル ケ ム の 『社会主義論』（Le　socialism ，
1928）カs未完 に終 っ た

の が惜 しまれる 。 いずれ に しろ， 彼が宗教の 現代的意義を再評価で きた の は ， 「聖な るもの」 を

責務や拘束 と して で な く， そ れを克服するもの として ， 道徳的共同体 の 自発性 と再生 に 関係づ け

た こ とで ある
11）

。
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1 ）中久郎，前掲書，第一章 「社会概念の 構成」参照。

2 ）Cf．　T ．　Parsons，　ibid，　pp，361−370，　 pp，378−390。

　　デ ュ ル ケム の 宗教論におい て ， 社会学的認識論を高く評価して い る。

3）Cf．　D ．　LaCapra ，　 ibid，　PP．246−247．

　　デ ュ ル ケ ム の 宗教論を ， 宗教 の 理論 ・社会学的認識論 ・社会的形而上学の 3 点に おい て ， 現代の 学説を

投入 し なが ら考察し て い る 。 特に ， トーテ ミ ズ ム に対す るデ ュ ル ケ ム の 関心 を彼の 社会的形而上学の 脈絡
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　に位置づ けた とこ ろ が興味を引 く。

　　Cf．　S．　Lukes，
　ibid．彼 もデ ュ ル ケム の 宗教論 を詳細 に論 じて い る 。

4 ）Cf．　R．　Nisbet，　 ibid（C）．　PP．
’172−176 ：R．　Nisbet，　ibid（B）．　chapter 　6．

5）Cf．　R．　Nisbet，　ibid（B）．　PP ．83．訳書 1，PP．103．

　　デ ュ ル ケ ム の 考えで は，「社会」 とい う語の 真の 根源は コ ミ ュ ニ タス （cornmunitas ） にあ っ て ， ソ キ

エ タス （societas ） に ある の で は ない 。「社会は 活動し て い な けれ ば， そ の 影響力 を感知させ る こ とがで

　きな い
。 そ うして社会を構成す る諸個人がともに集まり， 共同の 行動 をす るの で な けれ ば ， そ の 社会は活
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